
T
Y
P
E
 
F
O
R
M

K
C
-
P

№
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ｅ
７
０
０
４
４

C
U
S
T
O
M
E
R

S
C
A
L
E

V
　
　

　
Hz
　

　
  
 
 
k
W

外
 
形
 
図

R E V I S I O N

A
P
D

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｈ

E
L
E
.
I
N
D
.
C
O
.
,
L
T
D
.

D
R
N

C
H
D

2
6
-
0
5
-
1
2

中
村

３

２

１

2
6
-
0
5
-
1
2

河
辺

二次電磁接触器へ

電　源(R.S.T)　
電動機(65%.80%)
中性点(X.Y.Z)　
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ベース取付は図の様な方向に
施工して下さい。
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※ 吊りボルトは対角線上２箇所
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※容量（kＷ）により形状が
　異なる場合があります。

構造 　　　　　　　　　　乾式自冷式

始動タップ値　　　　 　　65%・80%

始動時間定格　　　 　　　65%タップ60秒

周囲温度　　　 　　　　　-10～40℃

相対湿度　　　 　　　　　85%以下

絶縁種別　　　 　　　　　B種

耐電圧試験

(3相一括・アース間)　　　3000V級　AC10000V　1分間

絶縁抵抗

(3相一括・アース間)　　　3000V級　30MΩ以上　DC1000Vメガ
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３３００Ｖ　ａ㎜
　　（一次電線）

　６５％　８０％

３３００Ｖ　ｂ㎜
　　（一次電線） ボルト ｄ×１２

ボルト ｅ×６ ６００Ｖ　ｃ㎜
　　（二次電線）

電 源  側

電動機側
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種別 定格電流
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I(A)

SC-N1

SC-N1

二次ｍｇ（６・４２）の型式は富士電機製を示します

二次ｍｇ
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一次電線
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一次電線 二次電線
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65%
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適応容量

52

X % R Y

KC

% S Z % T

電動機
IM 3000/3300V 50/60Hz

R

電　　源

S T

（高圧接触器）
52

（高圧接触器）
6

（低圧接触器）
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ボルト
ｄ(Ｍ)

ボルト
ｅ(Ｍ)

６

運　　　　　転

動作パターン図

５２

４２

始　動

Ｔ１ Ｔ２

Ｔ１（始動）は電動機の始動時間より４～５秒長くして下さい。

Ｔ２は運転切換えタイミングです。０．６秒の時間をとって下さい。

SC-N4 38 〃 14 38 8 10

高圧接触器６はサージ吸収器
等の設置を考慮して下さい。

ＬＡ


